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令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、
過

去
３
か
年
に
わ
た
り
実
践
し
て
き
た

重
点
施
策
の
更
な
る
深
化
と
加
速
化

を
図
り
、
よ
り
広
く
よ
り
深
く
市
民

生
活
に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
先

送
り
で
き
な
い
諸
課
題
に
対
し
朝
来

市
の
将
来
を
掛
け
剛
毅
果
断
に
挑
戦

す
る
「
幸
せ
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

未
来
に
挑
戦
す
る
予
算
」
と
し
て
編

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

　

生
野
庁
舎
立
て
替
え
に
当
た
っ

て
、
仮
庁
舎
を
建
設
す
る
計
画
。
取

壊
し
予
定
の
生
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
仮
庁
舎
と
す
る
案
も
あ
る
と

思
う
が
、
比
較
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答　

仮
設
の
生
野
庁
舎
を
設
置
す
る

案
の
ほ
う
が
、
工
期
で
約
５
か
月
短

縮
、
費
用
で
約
４
０
０
万
円
低
い
と

い
う
比
較
検
討
結
果
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
・
介
護
予

防
一
体
的
事
業
の
通
い
の
場
は
、
市

内
に
何
か
所
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
事
業
で
あ
り
、
市
内
の
30
地
区
で
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
や
、
低
栄
養
の

改
善
・
骨
折
予
防
に
関
す
る
学
習
会

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
に
つ
い

て
、
高
額
寄
附
者
は
ど
れ
く
ら
い
お

ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
人
気
の
高
い

返
礼
品
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
分
析
し
、

そ
の
充
実
と
先
読
み
も
必
要
と
な
る
。

本
市
で
は
ど
ん
な
商
品
が
主
流
で
、

そ
の
寄
附
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

50
万
円
以
上
の
返
礼
品
が
11
件

で
あ
っ
た
。
但
馬
牛
、
黒
大
豆
等
が

人
気
で
あ
り
、
上
位
10
品
で
約
２
億

円
の
寄
附
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
。

　

カ
＊

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
販
路
を
金
融
機
関
に

ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
評
価
。
さ
ら

に
多
方
面
に
充
実
強
化
の
取
組
を
。

答　

ま
ず
は
新
規
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

取
得
を
行
い
、
そ
の
後
、
市
外
企
業

等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　

令
和
７
年
に
は
戦
後
80
年
と
な

る
。
平
和
の
語
り
部
活
動
の
検
討
を
。

答　

語
り
部
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

ど
の
よ
う
に
若
い
世
代
に
継
承
し
て

い
く
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
員
配
置

事
業
に
つ
い
て
、
朝
来
市
の
場
合
は
、

別
途
、
適
応
指
導
教
室
で
あ
る
「
す

ま
い
る
ル
ー
ム
」
が
あ
る
。
ど
ち
ら

も
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
、
早
急

に
連
携
や
調
整
の
協
議
を
。

答　

適
応
指
導
教
室
が
あ
る
こ
と
を

　

３
月
定
例
会
が
、
２
月
29
日
か

ら
３
月
28
日
ま
で
29
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
の
制
定
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
14
件
、
令
和
６

年
度
予
算
10
件
、
補
正
予
算
４

件
、
人
事
案
件
な
ど
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
及
び
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
予
算
決
算
特
別
委
員
会

で
、
条
例
制
定
等
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

▲新設される生野庁舎（イメージ）

5千万円成立5千万円成立
前年度比

増
11.5%
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前
提
に
、
県
の
指
導
に
よ
り
、
全
て

の
学
校
に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
。
適
応
指
導
教
室
、
学

校
、
関
係
機
関
の
連
携
等
は
行
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
不
登
校
支
援
員
も

そ
の
輪
の
中
に
入
れ
、
よ
り
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
社
会
的
自
立
を
目
指
し
た
関
わ
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
設
置

し
て
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
っ
て

い
る
。
但
馬
が
持
っ
て
い
る
古
代
の

歴
史
は
全
国
で
も
誇
る
べ
き
内
容
で

あ
り
、
収
納
し
て
い
る
埋
蔵
物
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
拡

大
・
充
実
を
検
討
し
て
は
。

答　

市
内
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
重

要
な
歴
史
遺
産
が
あ
り
、
ま
ち
全
体

が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
よ
う
な
構

想
も
必
要
と
思
う
。
公
共
施
設
再
配

置
の
方
向
性
と
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ

の
ま
ち
の
身
の
丈
に
合
っ
た
施
設
を

持
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
兼
ね

合
わ
せ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

５
０
０
０
万
円
の
予
算
。
状
況
等
に

つ
い
て
概
略
の
説
明
を
。

答　

鹿
、
猪
に
つ
い
て
は
、
過
去
か

ら
の
捕
獲
、
防
護
柵
整
備
等
の
対
策

の
蓄
積
に
よ
り
、
生
息
数
が
以
前
よ

り
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
県
内
で

も
非
常
に
優
良
な
事
例
と
言
わ
れ
て

い
る
。
熊
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
全

国
的
に
被
害
が
あ
り
、
朝
来
市
で
も

過
去
に
は
人
身
被
害
も
発
生
し
て
い

る
が
、
近
年
に
つ
い
て
は
、
有
害
捕

獲
に
よ
り
殺
処
分
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

予
防
接
種
事
業
の
高
齢
者
肺
炎

球
菌
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お

い
て
、
腕
が
腫
れ
る
な
ど
の
副
作
用

が
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
態
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
副
作
用
の
正

し
い
理
解
の
周
知
を
実
施
し
て
い
る

の
か
。

答　

接
種
後
の
反
応
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
医
の
下
で
経
過
観
察
い

た
だ
い
て
い
る
状
況
。
今
後
、
実
態

把
握
が
市
と
し
て
実
施
で
き
る
の
か
、

十
分
に
状
況
を
精
査
し
た
い
。
周
知

に
つ
い
て
は
、
医
師
会
の
先
生
方
と

情
報
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

　

朝
来
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登

録
す
れ
ば
、
災
害
時
に
防
災
情
報
も

入
る
と
聞
い
て
い
る
。
防
災
の
観
点

か
ら
登
録
者
数
を
増
や
し
て
は
。

答　

あ
さ
ご
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
と
朝

来
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ど
ち
ら
も

防
災
、
災
害
に
有
効
に
活
用
で
き
る
。

今
後
も
周
知
を
図
り
、
防
災
情
報
の

発
信
を
行
っ
て
い
く
。

▲朝来市公式 LINE

（予算審議）

令和６年度令和６年度

一般会計予算217億一般会計予算217億

▲不登校児童生徒への支援の充実（イメージ図）

＊
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　

 

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
お
い

て
ど
う
し
て
も
排
出
さ
れ
て
し

ま
う
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
、
他
の
場
所
で
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
吸
収
活

動
で
埋
め
合
わ
せ
る
と
い
う
考

え
方
。
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

に
係
る
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

○
広
報
広
聴
事
業

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
活
用
に
よ
り
、

限
ら
れ
た
予
算
に
お
い
て
も
広
報
機

能
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
運
行
事
業

　

交
通
弱
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
進

め
ら
れ
た
い
。

○
生
野
庁
舎
整
備
事
業

　

仮
設
庁
舎
建
設
等
に
お
い
て
住
民

が
不
便
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
し
、
進
め
ら
れ
た
い
。

○
あ
さ
ご
安
心
安
全
ネ
ッ
ト

　

利
用
し
易
く
、
よ
り
多
く
の
方
に

情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
、
朝
来
市

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ア
プ
リ
の
活
用
も
検

討
さ
れ
た
い
。

○
屋
根
付
運
動
施
設
整
備
事
業

　

市
民
の
間
に
は
様
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
意
見
を
十
分

に
聞
き
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

○
日
本
遺
産
活
用
事
業（
生
野
支
所
）

　

生
野
書
院
に
は
古
文
書
等
の
生
涯

学
習
や
社
会
教
育
に
繋
が
る
素
晴
ら

し
い
教
材
が
あ
る
。
今
後
、
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
大
人
の
方
に
も
故
郷
を
知
っ
て

も
ら
い
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
を
図
る
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た

い
。

○
日
本
遺
産
活
用
事
業（
朝
来
支
所
）

　

地
域
自
治
協
議
会
と
し
っ
か
り
連

携
を
図
り
、
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
業

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
情
報
公
開

推
進
の
観
点
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
こ
と
が
市
民
の
利
益
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
を
検
討
さ
れ
た

い
。

○
社
会
福
祉
総
務
一
般
管
理
事
業（
人
権
推
進
課
）

　

平
和
意
識
等
啓
発
の
取
組
に
お
い

て
は
、
平
和
教
育
を
進
め
る
上
で
実

践
的
な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。
戦

後
80
年
に
向
け
て
、
実
際
に
戦
争
を

体
験
さ
れ
た
方
に
よ
る
語
り
等
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
こ

と
を
、
戦
没
者
追
悼
式
事
業
担
当
課

で
あ
る
社
会
福
祉
課
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
た
い
。

○
母
子
保
健
事
業

　

５
歳
児
健
診
は
特
別
な
配
慮
が
必

要
な
児
の
早
期
発
見
や
不
登
校
の
対

応
と
い
う
面
に
お
い
て
非
常
に
重
要

と
な
っ
て
く
る
健
診
で
あ
る
た
め
、

体
制
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

○
電
子
地
域
通
貨
等
発
行
支
援
事
業

　

事
業
総
額
８
千
５
百
万
円
の
う
ち

プ
レ
ミ
ア
ム
分
６
千
万
円
を
除
い
た

事
務
費
は
、
２
千
５
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
費
に
占
め
る
割
合
が

大
き
い
と
考
え
る
。
今
後
、
十
分
に

精
査
し
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行

　

業
者
と
編
集
等
に
関
す
る
調
整
や

協
議
を
重
ね
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
こ
と
も
紙
面
の
内
容
向
上

に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
業
者
が
変
更
と
な
る
こ

と
を
危
惧
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
十
分
に
引
継
ぎ
、
よ
り
良

い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
。
ま
た
、
業
者
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
内
業
者
の
育
成
と
い

う
観
点
も
考
慮
さ
れ
た
い
。　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
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表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

本
会
議

常
任
委
員
会

本
会
議

い
よ
い
よ
試
験
運
行
が
ス
タ
ー
ト

　

朝
来
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
自
動
車

を
運
行
す
る
た
め
、
所
要
の
条
例
整

備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
本

会
議
に
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修

正
案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
利
用
者
は
市
内
に
お
住
ま

い
の
交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
等
と

な
る
わ
け
だ
が
、
一
方
で
、
観
光
客

や
学
校
法
人
の
方
も
公
共
交
通
を
利

用
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
日
が
運
休
に

な
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
観
光
協
会

及
び
事
業
者
、
学
校
法
人
等
と
話
し

合
い
等
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

公
共
交
通
と
い
う
こ
と
で
、
観

光
で
の
利
用
や
市
民
以
外
の
方
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
日
曜
日

の
運
休
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
と

協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

エ
リ
ア
を
ま
た
ぐ
幹
線
と
し
て

Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
が
あ
る
が
、
運
行
本
数

が
少
な
い
細
い
幹
線
に
な
っ
て
は
意

味
が
な
い
。
て
こ
入
れ
が
重
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
幹
線
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
に
つ
な
げ
る
事
も

目
的
と
し
て
い
る
。
幹
線
の
路
線
変

更
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
の
協
議

に
な
る
が
、
共
存
で
き
る
公
共
交
通

に
な
る
よ
う
十
分
協
議
し
て
い
き
た

い
。

朝
来
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
自
動
車
の
運
行
に
関
す
る
条
例
制
定

質

疑

▲試験運行を開始したデマンドバス

議案審査の流れ

市長から議会に議案を提出

議案が上程され
常任委員会に付託

常任委員会で審査
( 市長部局から説明、質疑 )

委員修正動議【否決】

議案採決(※)

議員修正動議【可決】

議案の議決結果

修正案
修正部分を除く

原案

賛成多数で可決 全会一致で可決

　市長から議会に、議案（条例の制定・改廃、予算を定めることなど）の

提出があった場合、本会議及び常任委員会等で審査し、議決を行います。

　議案の内容に対し、議員(委員)は必要に応じて議案を修正すること

ができます。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内において、

修正案を添えた「修正動議」を提出することとなります。

議案の修正内容について

　議案を付託された総務常任委員会において、「自宅登録」は、本制度の

基本的な事項であるので、これを条例において定め、その手続きについ

ては規則に委任するのが条例と規則との関係において正しいとの理由

から、利用者で自宅又はその最寄りの場所で乗降しようとする者は、そ

の最初の予約に先立ち、自宅登録をしなければならないとする内容を追

加し修正するよう、委員から修正動議が提出され、修正動議は賛成少数

で否決されました。

● 常任委員会での審査

　本会議（最終日）では、総務常任委員長から、委員から修正動議が提

出されたが賛成少数で否決し、原案（元の内容）を可決した旨が報告さ

れました。

　その際、別の議員から、委員会での修正動議と同じ内容の修正動議が

提出されました。

　その後採決を行った結果、修正動議については賛成多数で可決とな

り、次に修正部分を除く原案については、全会一致で可決となりました。

※議会の議決に異議がある時は、市長がやり直し （再議）を求めることができます。

● 本会議（最終日）での審査
委員長が審査結果を報告

議案採決

(              )議案審議
3月4日

議案審議
3月28日(              )
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予
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審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

３月定例会で審議した議案に対する賛否の状況

上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

浅
田　

郁
雄

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

嵯
峨
山　

博

渕
本　
　

稔

森
田　

龍
司

議案第67号

（令和5年）
朝来市行政組織条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

議案第２号
兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の

数の増減及び規約の変更について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号
朝来市高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業計画を

定めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号

朝来市デマンド型乗合自動車の運行に関する条例制定について

（修正案）
× ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

朝来市デマンド型乗合自動車の運行に関する条例制定について

（修正部分を除く原案）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 朝来市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号 朝来市介護保険条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号
朝来市保健センター及び朝来市生野保健センター条例の

一部を改正する条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 朝来市公衆便所条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号 朝来市営住宅条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
朝来市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　欠席した議員は欠

※議長には通常、表決権がありません。　＊自己に関する案件であり、審議に加わることはできません。

　

現
計
予
算
額
に
９
億
３
，
３
５
０ 

万
円
を
増
額
し
、
国
の
補
正
予
算
に

伴
う
山
口
小
学
校
屋
内
運
動
場
長
寿

命
化
改
良
事
業
及
び
各
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
造
事
業
等
を
行
う
も
の
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

山
口
小
学
校
屋
内
運
動
場
長
寿

命
化
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
備
品
購

入
費
６
０
０
万
円
追
加
の
内
容
は
。

答　

大
き
い
と
こ
ろ
で
椅
子
１
０
０

脚
を
追
加
、
机
や
フ
ロ
ア
シ
ー
ト
等

も
更
新
す
る
。

　

一
時
避
難
所
や
二
次
避
難
所
、

拠
点
避
難
所
に
な
り
得
る
学
校
等
に

つ
い
て
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
の

整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
山
口
小
学

校
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
今
回
、
枚
田
小
学
校
で
も

同
様
の
工
事
が
な
さ
れ
る
の
か
。

答　

枚
田
小
学
校
に
お
い
て
も
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
工
事
に
伴
っ
て
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
整
備
を
進
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
小
学
校
に
つ
い
て
、

既
存
の
ト
イ
レ
の
整
備
等
、
今
後
の

整
備
の
計
画
は
。

答　

洋
式
化
率
の
低
い
学
校
か
ら
順

次
整
備
し
、
令
和
11
年
度
に
全
て
の

改
修
を
終
え
る
計
画
。

 
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

安
全
で
快
適
な
学
校
施
設
の
整
備

質

疑

令和５年度
補正予算(              )

議　案　名

議　員　名

▲改修される山口小学校体育館

▲ このマークがオストメイト
トイレの目印です
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応
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／

日
程
（
６
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予
定
）

上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

浅
田　

郁
雄

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

嵯
峨
山　

博

渕
本　
　

稔

森
田　

龍
司

議案第11号 朝来市水道事業給水条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

議案第12号
朝来市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 朝来市立認定こども園条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号
朝来市医師確保対策就業支度金貸与条例の一部を

改正する条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号
朝来市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号
朝来市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号
朝来市障害者自立支援協議会条例の一部を改正する

条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号
朝来市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の

一部を改正する条例制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 朝来市辺地総合整備計画を変更することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 朝来市過疎地域持続的発展計画を変更することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 朝来市栃原コミュニティセンターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和６年度朝来市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 令和６年度朝来市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 令和６年度朝来市宅地開発事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 令和６年度朝来市休日診療所特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 令和６年度朝来市介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 令和６年度朝来市後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 令和６年度朝来市財産区特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 令和６年度朝来市水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 令和６年度朝来市工業用水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 令和６年度朝来市下水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 令和５年度朝来市一般会計補正予算（第９号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 令和５年度朝来市介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 令和５年度朝来市財産区特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 令和５年度朝来市工業用水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第１号
朝来市和田山町法道寺財産区管理会委員の選任につき同意を

求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第２号
朝来市和田山町枚田財産区管理会委員の選任につき同意を

求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第３号
朝来市和田山町高田財産区管理会委員の選任につき同意を

求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第４号
朝来市和田山町和田山財産区管理会委員の選任につき同意

を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第５号
朝来市和田山町玉置財産区管理会委員の選任につき同意を

求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第６号 朝来市教育委員の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号 朝来市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

―
朝来市議会政治倫理条例第７条第10項の措置を講ずる

件について
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ×

― 緊急質問の件について × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × ○

議　案　名

議　員　名
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

議会閉会中も所管事務調査に取組んでいます

文
教
民
生
常
任
委
員
会

広
聴
広
報
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

令
和
６
年
１
月
19
日
、
健
康
増
進

に
係
る
事
項
で
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
２
年
４
月
１
日
に
条
例

制
定
し
３
年
が
経
過
す
る
事
に
よ
り
第

２
期
健
康
増
進
計
画
、
第
３
期
食
育

推
進
計
画
に
つ
い
て
当
局
に
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
朝
来

市
は
糖
尿
病
罹
患
率
が
高
い
事
が
判
明

し
ま
し
た
。
健
康
作
り
は
健
幸
づ
く
り

推
進
課
だ
け
で
は
な
く
他
の
課
に
も
繋

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
て
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
令
和
６
年
２
月
発
行

の
第
89
号
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年

５
月
発
行
予
定
の
第
90
号
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
し
く
な
っ
た
朝
来
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

提
出
議
案
・
予
算
・
各
種
計
画
に
つ
い

て
は
、
現
状
よ
り
も
、
よ
り
詳
細
に
掲

載
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
で
一
致

し
、
今
後
掲
載
方
法
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
来
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
（
議
案
第
67
号
）
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
閉
会
中

の
調
査
と
し
て
①
公
の
施
設
利
用
料
・

手
数
料
に
関
し
て
②
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
関

し
て
③
体
育
施
設
整
備
事
業
に
関
し
て

④
地
域
環
境
保
全
事
業
に
関
し
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
自
治
体

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
担
当
課
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
や
窓
口
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
具
体
的
な
取
組
み

と
今
後
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
、
上
述
事
項
①
②
③
④
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
５
日
、
上
下
水
道

事
業
の
維
持
管
理
の
調
査
の
た
め
に
、

市
内
の
上
下
水
道
施
設
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
全
域
に
水
道
施
設
は
60
施

設
、
管
路
延
長
４
２
０
km
。
下
水
道

施
設
は
26
処
理
区
、
管
路
延
長
３
４
０

km
あ
り
ま
す
。
そ
の
管
理
運
営
を
、
水

道
事
業
で
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
管
路
劣
化
診

断
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
下
水
道
事
業
で

は
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組

み
な
ど
で
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
管

理
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
施

設
の
老
朽
化
等
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

▲委員会での協議の様子

▲現地調査の様子（和田山浄化センター）

▲委員会での協議の様子

▲第 90 号発行についての編集会議の様子
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

委員会調査報告／研修会

「
⑴
観
光
基
本
計
画
に
関
す
る
事

項
」
及
び
「
⑵
上
下
水
道
の
運
営
維

持
管
理
に
関
す
る
事
項
」

『
調
査
の
概
要
』

⑴ 

朝
来
市
の
観
光
振
興
の
指
針
と
な

る
第
３
次
朝
来
市
観
光
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

⑵ 

上
下
水
道
の
運
営
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
市
内
６
施
設
（
緑
ヶ
丘
浄

水
場
、
栃
原
浄
水
場
、
多
々
良
木

浄
水
場
、
与
布
土
浄
水
場
、
与
布

土
処
理
場
、
和
田
山
浄
化
セ
ン

タ
ー
）
の
現
地
視
察
を
行
い
、
各

施
設
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

『
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
』

⑴ 

第
３
次
朝
来
市
観
光
基
本
計
画
は
、

新
た
な
試
み
も
取
り
入
れ
工
夫
さ

れ
た
計
画
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

計
画
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
行
い
、

竹
田
城
跡
だ
け
で
な
く
市
内
の
観

光
資
源
や
自
然
な
ど
を
活
か
し
た

体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す

る
な
ど
時
代
に
即
し
た
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
計
画
の
実
効
性

を
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
民

間
を
含
め
た
外
部
人
材
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
観
光
資
源

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
観
光
客
数
の
把
握

方
法
、
市
内
宿
泊
人
数
の
設
定
な

ど
実
効
性
を
高
め
ら
れ
る
目
標
設

定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵ 

上
下
水
道
の
運
営
及
び
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
少
人
数
の
体
制
で

し
っ
か
り
と
施
設
管
理
等
が
行
わ

れ
て
お
り
、
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に

よ
り
そ
の
他
業
務
も
適
切
に
対
応

さ
れ
て
い
る
。

　
 

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
水
道
料

金
の
改
定
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

水
道
管
等
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
、

大
規
模
災
害
を
見
据
え
た
耐
震
化

へ
の
取
組
に
努
め
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲現地視察の様子（緑ヶ丘浄水場）

朝来市議会

ハラスメント防止研修会

但馬３市合同

議会議員政策形成支援セミナー

▲セミナー受講の様子

　令和６年２月１日、澤田・中上・森弁護士事務

所代表弁護士の中上幹雄弁護士を講師に、「職

場におけるパワーハラスメントについて」～事

例から考える、何が、職場のパワハラなのか～

と題した研修会を実施しました。講師からは、

「業務上必要な措置を適正にすることをため

らってはならないが、方法や程度を考えなけれ

ばならない」等のお話しがありました。

　令和６年２月１日、但馬３市合同議会議員

政策形成支援セミナーが養父市やぶ市民交

流広場において開催されました。当日は、東

京大学大学院法学政治学研究科・法学部教

授の金井利之氏による「地域主権時代に求

められる議会改革」と題した講演を受講しま

した。

▲研修会受講の様子
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

をを

○ 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
の
充
実

　

Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

交
通
は
旧
町
エ
リ
ア
を
越
え
て
運
行

で
き
な
い
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
タ

ク
シ
ー
を
接
続
点
に
手
配
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

先
進
地
も
視
察
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

神
姫
バ
ス
の
神
崎
病
院
行
路
線

が
い
つ
ま
で
維
持
さ
れ
る
か
不
安
。

ヨ
ー
デ
ル
の
森
に
来
て
い
る
神
姫
バ

ス
ま
で
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
が

行
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
神
崎
病

院
か
ら
ヨ
ー
デ
ル
の
森
ま
で
来
て
い

る
便
を
、
生
野
駅
西
口
ま
で
延
伸
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

○ 
実
践
的
な
避
難
訓
練
を

　

阪
神
・
淡
路
、
東
日
本
、
熊
本

等
の
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
き
た
。
大
災
害
が
発
生
し
た
時
、

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
救
出
す
る
、
貴

重
品
を
取
り
出
す
た
め
に
住
民
が
協

力
し
て
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
バ
ー
ル
等
を

使
っ
て
行
動
す
る
、
炊
き
出
し
も
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
避
難
訓
練

は
、
そ
う
し
た
実
践
的
な
こ
と
も
取

り
入
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
市
の

指
導
が
必
要
だ
。

答　

防
災
の
た
め
、
そ
う
い
う
こ
と

も
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

○ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
大

　

寄
付
し
た
く
な
る
自
治
体
へ
な

る
こ
と
が
、
朝
来
市
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

答　

魅
力
的
な
返
礼
品
の
開
拓
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
構
築
等

に
取
り
組
む
。

神
姫
バ
ス
と
連
携
し

交
通
利
便
性
を
は
か
れ

渕 

本　

  

稔

清
風
の
絆

代表質問

▲実証実験に使われた車両

市
政
市
政

問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針

等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。

　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま

す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 10



予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

朝
来
市
に
災
害
が
発
生
す
る
と

ど
の
様
な
手
順
で
対
策
を
行
う
の
か
。

答　

朝
来
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

い
た
対
応
と
な
る
。

　

防
災
安
全
課
の
職
員
は
足
り
て

い
る
の
か
。

答　

一
定
充
足
し
て
い
る
。
ま
た
兵

庫
県
危
機
管
理
部
災
害
対
策
課
に
職

員
を
派
遣
し
災
害
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
実
施
し
て
い
る
。

　

災
害
時
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

な
方
は
ど
れ
程
お
ら
れ
る
の
か
。

答　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

１
２
１
４
人
の
方
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　

福
祉
避
難
所
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

市
内
６
法
人
14
施
設
で
最
大
67

名
受
入
体
制
を
整
え
て
い
る
。

○ 

能
登
半
島
地
震

　

現
在
朝
来
市
と
し
て
ど
の
様
な

救
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

避
難
所
支
援
に
１
隊
２
名
、
家

屋
被
害
１
次
調
査
に
４
隊
８
名
、
現

地
支
援
本
部
と
の
２
次
調
査
、
事
前

調
査
等
１
隊
２
名
、
家
屋
被
害
２
次

調
査
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
に
３
隊
７

名
の
計
19
名
、
延
べ
１
２
２
日
の
職

員
を
派
遣
し
穴
水
町
上
下
水
道
応
急

復
旧
支
援
に
１
隊
３
名
、
延
べ
24
日

派
遣
し
て
い
る
。

　

行
政
と
市
民
と
の
温
度
差
に
つ

い
て
。

答　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
体
制

を
ど
う
整
え
て
い
く
の
か
課
題
に

な
っ
て
お
り
そ
れ
が
温
度
差
と
考
え

る
。

　

ど
の
様
な
長
期
支
援
が
出
来
る

の
か
。

答　

被
災
者
に
向
け
て
の
し
っ
か
り

し
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

○ 

施
政
方
針
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
災
害
か
ら
何
を

学
び
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
す
る
か
。

答　

ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
地
域
防
災

計
画
の
推
進
、
災
害
時
要
援
護
者
に

対
す
る
支
援
な
ど
、
訓
練
や
研
修

等
、
防
災
事
業
を
通
じ
て
市
民
一
人

一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
取
組
を
進
め
る
。

ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
災
害
危
険
箇
所

の
整
備
率
を
上
げ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

朝
来
市
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

描
き
、
将
来
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え

て
い
る
か
。

答　

ま
ち
の
将
来
は
、
人
と
人
が
つ

な
が
り
幸
せ
が
循
環
す
る
ま
ち
、
と

総
合
計
画
に
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
場
で

市
民
に
伝
え
て
い
る
。
令
和
６
年
度

の
予
算
は
、
朝
来
市
の
将
来
像
を
見

据
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

９
月
議
会
で
子
育
て
の
駅
を
紹

介
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

研
究
を
し
て
き
た
か
。

答　

組
織
を
再
編
し
市
長
部
局
へ
新

た
に
、
こ
ど
も
未
来
部
を
創
設
し
た
。

新
た
な
体
制
の
中
で
、
紹
介
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
を
し
て
い
く
。

　

公
園
に
健
康
遊
具
を
設
置
し
、

多
世
代
が
集
え
る
交
流
の
場
と
し
、

地
域
を
活
性
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

公
園
施
設
を
効
果
的
に
活
か
し

て
い
く
視
点
は
重
要
で
あ
る
。
多
世

代
が
集
え
る
公
園
と
す
る
た
め
に
、

健
康
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
は
ア
イ

デ
ア
の
一
つ
で
あ
る
。
市
内
に
健
康

遊
具
を
設
置
し
た
公
園
は
少
な
い
が
、

市
外
で
は
近
年
設
置
さ
れ
て
い
る
事

例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
に
つ
い
て

尾 

﨑 

里 

美

自
由
倶
楽
部

代表質問

明
る
く
元
気
な
朝
来
市
を
目
指
し
て

嵯
峨
山　

博

朝
来
市
創
生
の
会

代表質問

▲珠洲市内の様子

▲和歌山県有田市の公園を参考に
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 

大
災
害
に
備
え
て

　

市
内
避
難
所
に
井
戸
は
な
い
と

の
こ
と
、
掘
れ
な
い
か
。
一
方
で
、

市
内
で
井
戸
が
あ
る
家
庭
は
８
０
０

世
帯
と
の
こ
と
、
災
害
用
協
力
井
戸

の
設
置
を
募
集
し
て
は
。

答　

防
災
井
戸
の
設
置
、
ま
た
災
害

用
協
力
井
戸
制
度
の
取
組
、
防
災
拠

点
の
協
力
事
業
者
登
録
制
度
も
含
め

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

○ 
市
の
立
地
を
企
業
誘
致
に
活
か
せ

　

生
産
性
年
齢
人
口
が
２
０
５
０

年
に
は
半
減
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
労
働
力
不
足
で
、
企
業
に
売
り

込
む
場
合
、
朝
来
に
ど
の
よ
う
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
か
。

答　

物
流
に
よ
る
地
理
的
な
強
み
、

地
理
的
な
優
位
性
、
ま
た
、
地
震
発

生
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
。

　

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し

た
企
業
は
ど
の
よ
う
な
企
業
か
。

答　

金
属
製
品
製
造
業
等
、
本
市
に

集
積
し
て
い
る
製
造
業
、
物
流
関
連

産
業
の
企
業
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

○ 
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
経
済
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答　

①
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
、

②
Ｄ
Ｘ
等
を
生
か
し
た
質
の
高
い
経

営
力
の
強
化
、
③
域
内
経
済
循
環
を

活
性
化
す
る
地
域
基
盤
産
業
の
強
化

な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
の
経
済
構

造
を
構
築
す
る
取
組
を
推
進
す
る
。

　

子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
。
教
育

機
関
の
問
題
は
。

答　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
実

現
す
べ
く
、
朝
来
を
担
う
人
づ
く
り

を
目
指
し
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
方
策
を
学
校
毎
に
協
議
し
、

学
校
運
営
の
改
善
、
各
学
校
の
特
色

を
生
か
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

住
み
続
け
た
い

元
気
で
美
し
い
朝
来
市

水 

田 

文 

夫

個人質問

▲国立社会保障・人口問題研究所データか
ら

○ 
小
水
力
発
電
所
と
生
態
系
の
両
立

　

市
川
上
流
部
の
普
通
河
川
で
小

水
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
あ
り
、

生
態
系
へ
の
影
響
に
懸
念
が
あ
る
。

開
発
前
に
生
態
系
の
調
査
を
す
べ
き
。

答　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い

て
は
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
市
と

専
門
家
が
影
響
を
協
議
し
て
い
る
。

生
き
物
一
般
に
対
し
て
は
事
業
者
が

自
主
的
に
調
査
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

準
用
河
川
の
指
定
は
可
能
か
。

答　

法
令
上
指
定
は
可
能
だ
が
、
奥

地
の
渓
流
の
指
定
は
慣
例
上
難
し
い
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

策
定
と
合
わ
せ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
べ
き
。

答　

非
常
に
重
要
な
観
点
。
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
た
め
に
関
係
者
が

納
得
す
る
適
地
を
定
め
て
い
き
た
い
。

○ 

「
稼
ぐ
地
域
」
を
目
指
す
べ
き
か

　

Ｈ
20
「
地
域
協
働
の
指
針
」
に

見
る
地
域
自
治
協
議
会
の
役
割
は
。

答　

市
と
行
政
区
の
事
業
を
補
完
す

る
役
割
と
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

て
地
域
経
営
を
行
う
役
割
が
あ
る
。

　

市
か
ら
各
自
治
協
に
毎
年
計

４
千
万
円
を
配
分
し
て
い
る
包
括
交

付
金
は
持
続
可
能
な
の
か
。

答　

地
域
振
興
基
金
が
財
源
。
現
在

の
残
高
は
19
億
円
。
現
在
の
と
こ
ろ

将
来
も
継
続
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

一
方
、
自
治
協
決
算
に
み
る
自

主
財
源
割
合
に
は
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
自
治
協
は
自
ら
稼
ぐ
べ
き
か
。

稼
ぐ
地
域
は
何
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

指
針
で
は
受
託
事
業
や
特
産
品

開
発
等
で
の
自
立
を
促
し
て
い
る
。

宿
泊
事
業
、
太
陽
光
発
電
な
ど
で
稼

ぎ
、
収
益
部
門
を
法
人
化
し
て
い
る

自
治
協
も
あ
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

加 

藤 

貴 

之

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▶
小
水
力
発
電
や
地
域
経
営
の
取
組
事
例

（
津
山
市
）
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

　

第
３
次
朝
来
市
総
合
計
画
の
見

直
し
、
後
期
基
本
計
画
策
定
や
総
合

計
画
推
進
に
伴
う
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

後
期
基
本
計
画
見
直
し
の
際
に

は
、
総
合
計
画
審
議
会
等
に
お
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
か
の
視
点
を
持
っ
て
議
論
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
の
現
在
の
取
組
状
況
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
や
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
に
手
を
挙
げ
て
い
る
近
隣

自
治
体
と
比
べ
る
と
、
水
を
あ
け
ら

れ
た
様
に
感
じ
な
い
か
。

答　

こ
う
し
た
取
組
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
一
つ
で
あ
り
、
目
的
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
は
地
域
の
特
性
や
課
題
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
必
ず
し
も
近
隣
自
治
体

と
同
様
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

来
年
い
よ
い
よ
関
西
万
博
が
大

阪
で
開
催
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡
大
に
よ
る

経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
本

市
は
、
ま
た
と
な
い
こ
の
機
会
を
利

用
し
、
積
極
的
に
売
り
出
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　

本
市
の
現
在
の
施
策
と
し
て
は
、

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の
出
店
に
よ
っ

て
、
本
市
独
自
の
観
光
資
源
・
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
。
ま
た
兵
庫
県

が
展
開
す
る
、
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル

ド
パ
ビ
リ
オ
ン
を
活
用
し
た
本
市
へ

の
誘
客
推
進
を
検
討
し
て
い
る
。

○ 

和
田
山
駅
南
北
自
由
通
路

　

和
田
山
駅
南
北
自
由
通
路
の
概

略
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
駅
北
エ
リ

ア
の
土
地
利
用
計
画
と
一
体
的
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
以
前
に

駅
北
エ
リ
ア
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い

る
が
い
か
が
。

答　

駅
北
に
は
、
Ｊ
Ｒ
所
有
の
遊
休

地
が
あ
り
、
こ
の
利
活
用
を
含
め
た

一
体
的
な
整
備
を
考
え
て
内
部
検
討

は
し
て
い
る
が
、
今
は
自
由
通
路
に

お
い
て
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
が

あ
り
、
自
由
通
路
を
優
先
し
て
Ｊ
Ｒ

協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

○ 
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
活
用

　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
対

象
に
、
都
市
機
能
誘
導
方
策
に
先
立

ち
、
企
業
意
向
調
査
が
実
施
さ
れ
る

が
、
周
辺
地
域
の
農
地
区
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
朝
来
市
の

将
来
を
見
据
え
た
土
地
利
用
計
画
の

検
討
は
い
か
が
。

答　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
に
指

定
し
て
い
る
。
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
医
療
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
農
地
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

○ 

東
河
地
区
の
再
圃
場
整
備
事
業

　

東
河
地
区
の
再
圃
場
整
備
事
業

が
実
施
さ
れ
る
が
、
全
体
の
市
負
担

額
及
び
地
元
負
担
金
は
ど
れ
位
か
。

答　

東
河
地
区
の
再
圃
場
整
備
事
業

は
、
約
40 

ha
を
県
営
事
業
と
し
て
計

画
し
、
市
の
負
担
は
事
業
費
の
10
％
、

約
１
億
３
千
万
円
と
な
る
。
地
元
負

担
金
は
、
集
積
・
集
約
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
促
進
費
と
し

て
後
年
に
交
付
さ
れ
る
た
め
、
実
質

負
担
は
、
ゼ
ロ
に
近
く
な
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

松 

井 

道 

信

個人質問

令
和
６
年
度
施
政
方
針
を
問
う

足 

立 

義 

美

個人質問

▲ SDG ｓは世界共通の 17 の目標

▲朝来医療センター周辺の土地活用
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 

能
登
半
島
地
震
へ
の
災
害
支
援
か
ら

　 

考
え
る
本
市
で
の
防
災
に
つ
い
て

　

支
援
活
動
を
通
じ
本
市
に
も
置

き
換
え
て
対
策
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
こ
と
は
何
か
。

答　

大
規
模
災
害
で
は
第
一
に
人
命

救
助
に
力
を
注
ぐ
・
住
宅
の
耐
震
化

率
や
危
険
箇
所
の
整
備
率
を
高
め

る
・
避
難
所
の
開
設
を
急
ぐ
、
ま
た

大
規
模
災
害
時
に
職
員
が
ど
れ
だ
け

招
集
で
き
る
か
把
握
す
る
こ
と
も
必

要
だ
。
避
難
者
生
活
に
お
い
て
は
自

助
・
共
助
に
よ
る
自
主
的
な
運
営
も

必
要
な
こ
と
か
ら
市
民
一
人
一
人
の

防
災
意
識
や
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
取
組
も
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　

家
屋
被
害
認
定
士
の
役
割
は
。

答　

災
害
に
お
け
る
被
害
調
査
の
迅

速
化
と
統
一
化
を
担
保
し
、
被
災
者

支
援
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る

た
め
十
分
な
知
識
と
技
術
を
備
え
、

即
時
に
被
害
調
査
に
従
事
・
対
応
す

る
事
で
あ
る
。
本
市
で
は
現
在
89
名

の
職
員
が
兵
庫
県
家
屋
被
害
認
定
士

と
し
て
在
職
し
て
い
る
。

　

本
市
で
同
様
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
想
定
で
き
る
課
題
は
。

答　

直
下
地
震
で
予
測
さ
れ
る
震
度

は
最
大
６
強
。
被
害
も
甚
大
で
迅
速

な
災
害
応
急
体
制
の
確
立
が
困
難
と

予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、
広
域
的
な
連

携
体
制
の
確
保
、
幹
線
緊
急
輸
送
道

路
の
確
保
、
一
般
緊
急
輸
送
道
路
の

啓
開
が
必
要
と
な
る
。

　

女
性
も
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

携
わ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

避
難
所
の
運
営
は
、
多
様
な
避

難
者
に
対
し
様
々
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
。
当
然
、
女
性
の
方
も
積
極
的

に
携
わ
っ
て
頂
き
た
い
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
朝
来
市
に
！

関 　

 

綾 

乃

個人質問

▲被災家屋の調査は復興への第一歩！

○ 
政
治
倫
理
に
つ
い
て

　

朝
来
市
議
会
議
員
倫
理
条
例
第

３
条
３
号
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
。

答　

条
例
の
解
釈
は
、
議
会
で
判
断

を
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
介
入
の
用
語

は
、
当
事
者
以
外
の
者
が
入
り
込
む

こ
と
な
ど
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
９
月
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
募
さ
れ
て
い
た
市
内
生

産
者
登
録
に
係
る
資
料
に
対
す
る
答

弁
と
理
解
し
て
い
い
か
。

答　

資
料
が
随
意
契
約
手
続
の
表
に

合
致
し
た
部
分
は
な
い
と
い
う
意
味
。

　

国
・
地
方
公
共
団
体
の
契
約
制

度
の
概
要
及
び
関
係
法
令
と
い
う
資

料
は
、
締
結
の
流
れ
を
示
し
た
資
料

と
解
し
て
よ
い
か
。

答　

契
約
の
流
れ
を
示
し
た
も
の
。

　

公
告
は
随
意
契
約
の
一
連
の
行

為
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
命
題

は
成
立
す
る
か
。

答　

随
契
に
公
募
型
見
積
り
が
あ
る
。

　

過
去
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

納
入
で
議
員
が
説
明
会
の
場
に
同
席

し
た
事
例
が
一
件
で
も
あ
る
か
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
に
出

た
事
例
は
な
い
。

　

政
治
倫
理
条
例
の
審
査
や
措
置

は
議
会
の
内
部
規
律
行
為
に
と
ど
ま

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
。

答　

地
方
自
治
法
の
懲
罰
と
倫
理
条

例
の
対
象
や
違
反
の
規
律
が
異
な
る

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

○ 
生
野
図
書
室
に
つ
い
て

　

図
書
司
書
を
配
置
し
、
本
を
借

り
る
、
本
の
相
談
が
で
き
る
、
生
涯

学
習
が
で
き
る
、
生
野
の
市
民
が
喜

ば
れ
る
支
所
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

生
野
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

公
正
な
市
政
を
！

吉 

田 

俊 

平

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▶
生
野
図
書
室
が
生
野
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
、
生

野
支
所
に
は
図
書
館
を
！
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

　

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
に

は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

放
デ
イ
）
と
教
育
の
連
携
は
欠
か
せ

な
い
。
今
以
上
の
情
報
共
有
に
向
け

た
取
組
が
必
要
で
は
。

答　

子
供
達
の
様
子
の
共
有
は
、
各

校
で
意
識
し
行
っ
て
い
る
が
、
教
育

活
動
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
機
会
の
設

定
は
課
題
が
あ
る
。
情
報
共
有
を
実

施
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
困
難
な

実
態
も
あ
る
の
で
、
支
援
員
制
度
な

ど
も
活
用
し
な
が
ら
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
愛
セ
ン
タ
ー
に
て
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
が

放
デ
イ
を
運
営
し
て
い
る
が
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
市
の
計
画
に
よ

る
と
、
機
能
は
維
持
し
他
の
公
共
施

設
へ
の
移
転
を
含
め
検
討
と
な
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

答　

指
定
管
理
者
の
社
協
と
も
、
今

後
調
整
が
必
要
か
と
思
う
が
、
現
状
、

具
体
的
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

機
能
を
維
持
し
た
ま
ま
移
転
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
施
設
の
所
在

も
勘
案
し
た
上
で
、
社
協
と
協
議
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

現
状
の
施
設
の
場
所
等
、
地
域

性
考
慮
す
る
こ
と
は
検
討
要
件
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

来
年
度
よ
り
、
通
所
申
請
時
に

障
害
者
手
帳
等
が
な
け
れ
ば
医
師
の

診
断
書
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
取
得

に
現
状
で
は
、
手
帳
の
取
得
が
目
的
、

か
つ
市
民
税
非
課
税
世
帯
し
か
助
成

対
象
で
は
な
い
。
改
正
す
べ
き
で
は
。

答　

他
の
用
途
に
広
げ
る
の
は
現
状

で
は
難
し
い
。
助
成
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

○ 

新
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

施
政
方
針
の
中
心
に
あ
る
べ
き

は
最
重
要
課
題
に
取
組
む
こ
と
。
本

市
の
最
重
要
課
題
は
人
口
減
少
に
よ

る
地
域
の
活
力
や
魅
力
の
低
下
を
防

ぐ
こ
と
で
あ
る
。

答　

深
刻
化
す
る
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
対
し
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
に
関
す
る
取
組
や
生
活
基
盤
で
あ

る
公
共
交
通
の
確
保
な
ど
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
未
来
を

見
据
え
、
課
題
を
先
送
り
し
な
い
考

え
方
で
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 
新
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

　

市
税
は
、
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
地
域
の
発
展
や
住
民

の
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
重
要
な
収

入
源
。
市
民
の
所
得
向
上
や
雇
用
機

会
の
創
出
な
ど
、
市
税
の
増
収
に
向

け
た
施
策
の
充
実
強
化
を
図
り
、
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
を
築
く
必
要
が

あ
る
。

答　

市
内
事
業
者
の
稼
ぐ
力
を
強
化

し
、
市
内
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
、

ま
た
農
業
者
の
担
い
手
の
確
保
を
図

り
、
儲
け
る
農
業
の
実
現
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ま
ち
の
稼
ぐ

力
を
強
化
し
、
市
税
の
増
収
に
つ
な

げ
た
い
。

○ 

市
政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て

　

本
市
の
最
重
要
課
題
へ
の
対
応

で
は
、地
域
自
治
協
議
会（
自
治
協
）

に
よ
る
地
域
協
働
の
仕
組
み
を
い
か

に
有
効
に
機
能
さ
せ
る
か
が
鍵
だ
。

答　

人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
協

働
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
自
治
協

を
中
心
と
し
た
、
よ
り
柔
軟
で
地
域

性
や
多
様
性
を
重
視
し
た
補
完
型
、

支
援
型
の
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

放
課
後
等デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

西 

本 

英 

輔

個人質問

令
和
６
年
度
の市

政
運
営
に
つ
い
て

藤 

原 

正 

伸

個人質問

▲ YOU・愛センターの移転に際しては、
指定管理者としっかり協議を！

▶
施
政
方
針
は
市
民
と
の
信
頼
関
係
や
協
働
を

築
く
ト
リ
セ
ツ
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 

人
口
減
少
に
つ
い
て

　

社
人
研
よ
り
２
０
５
０
年
の
推

計
人
口
が
公
表
さ
れ
、
消
滅
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
所
見
は
。

答　

人
口
減
少
を
受
け
入
れ
て
（
最

低
で
２
万
人
）、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

生
産
年
令
人
口
は
２
０
２
０
年

か
ら
半
減
の
７
３
１
８
人
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
所
見
は
。

答　

深
刻
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

生
産
年
令
人
口
の
減
少
は
市
の

経
済
に
直
結
す
る
。
経
済
を
発
展
さ

せ
交
付
税
へ
の
依
存
を
減
ら
す
こ
と

が
責
務
と
思
う
が
。

答　

行
財
政
改
革
を
行
い
、
将
来
を

見
据
え
た
財
政
運
営
、
市
政
運
営
を

進
め
る
。

　

本
市
市
民
の
年
間
給
与
は

３
９
９
万
円
と
の
統
計
が
あ
る
。
県

内
市
町
村
中
34
位
と
大
変
低
い
。
対

策
は
。

答　

企
業
の
技
術
環
境
の
構
築
の
為
、

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
推

進
で
雇
用
確
保
、
所
得
向
上
を
図
る
。

　

朝
来
市
の
存
続
に
は
、
姫
路
へ

通
勤
可
能
に
す
る
こ
と
と
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
が
必
須
と
思
う
が
。

答　

播
但
線
電
化
は
実
現
性
に
つ
い

て
検
討
中
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
遠
隔
地
の
交

通
手
段
確
保
に
取
組
ん
で
い
る
。

○ 

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
の
不
登
校
の
実
態
は
。

答　

小
学
校
９
名
、
中
学
校
42
名
。

　

教
師
不
足
、
時
間
外
勤
務
は
。

答　

中
学
校
で
５
年
度
２
名
の
未
配

置
が
あ
っ
た
。
６
年
度
の
解
消
に
努

力
中
。
長
時
間
勤
務
は
多
い
が
、
児

童
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
確
保
が
重

要
で
あ
り
、
業
務
改
善
に
取
組
む
。

朝
来
市
の
存
続
に
何
が
必
要
か

森 

下 

恒 

夫

個人質問

▲消滅か撤退か？

　

四
月
か
ら
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

交
通
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
生
野
町

を
皮
切
り
に
、
来
年
に
は
和
田
山
で

も
始
ま
る
。
自
宅
で
乗
降
で
き
る
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
足
が
弱
く
な
り
、

バ
ス
停
ま
で
歩
く
の
が
困
難
な
三
千

人
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
で

良
い
か
。

答　

令
和
四
年
度
を
公
共
交
通
元
年

と
位
置
付
け
て
、
あ
こ
バ
ス
か
ら
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
へ
の
転
換
を

図
っ
て
き
た
。

　

運
行
台
数
の
配
置
に
つ
い
て
。

計
画
で
は
九
台
の
配
置
。
生
野
町
、

朝
来
町
で
二
台
ず
つ
。
山
東
、
和
田

山
町
で
五
台
。
和
田
山
町
分
は
わ
ず

か
三
台
し
か
な
い
。
利
用
者
の
半
分

以
上
を
占
め
る
和
田
山
町
が
少
な
す

ぎ
る
。

答　

ア
コ
バ
ス
の
他
に
も
路
線
バ
ス

の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。
当
初
は
五

台
で
運
行
。

○ 

「
観
光
客
な
ど
に

開
放
は
誤
り
だ
」

　

足
弱
の
高
齢
者
の
移
動
を
救
済

す
る
の
が
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
予
算
の
都
合
で
た
だ
で
さ
え

台
数
が
足
ら
な
い
の
に
、
こ
れ
を
観

光
客
な
ど
に
も
開
放
す
る
と
い
う
計

画
だ
。
生
野
で
は
問
題
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
和
田
山
で
は
問
題
に
な

る
。
民
間
タ
ク
シ
ー
を
圧
迫
す
る
し
、

肝
心
の
高
齢
者
の
利
用
を
阻
害
す
る
。

和
田
山
町
で
の
運
行
ま
で
に
よ
く
検

討
し
て
ほ
し
い
。

答　

地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、
観
光

利
用
の
ほ
か
、
仕
事
や
親
族
や
友
人

の
訪
問
な
ど
、
市
民
以
外
に
も
利
用

し
て
も
ら
う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

あ
こ
バ
ス
か
らあ

こ
タ
ク
へ
の
飛
躍

横 

尾 

正 

信

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▲４月１日生野エリアから運行開始される
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予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 
Ｘ
Ｒ
は
観
光
、
教
育
、
文
化
連
携

　

Ｘ
Ｒ
技
術
導
入
調
査
費
が
予
算

化
さ
れ
た
。
目
的
は
何
か
。

答　

Ｘ
Ｒ
の
活
用
で
観
光
客
を
呼
び
、

更
に
調
査
研
究
を
進
め
、
効
果
的
と

判
断
す
れ
ば
、
各
分
野
に
導
入
し
て

い
き
た
い
。

　

竹
田
城
を
日
本
一
の
山
城
と
称

し
て
い
る
が
、
観
光
客
の
感
動
と
驚

き
が
な
け
れ
ば
ブ
ー
ム
は
起
き
な
い
。

現
状
は
ま
る
で
自
分
工
事
現
場
だ
。

登
城
し
な
く
て
も
雲
海
や
か
つ
て
の

天
守
が
見
ら
れ
る
高
度
な
Ｖ
Ｒ
作
品

を
期
待
し
た
い
。

答　

指
摘
の
通
り
Ｖ
Ｒ
で
新
た
な
観

光
を
楽
し
め
る
。
し
っ
か
り
研
究
、

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

安
土
城
、
江
戸
城
と
天
守
再
建

が
囁
か
れ
て
い
る
。
竹
田
城
の
再
建

は
多
難
だ
が
、
Ｖ
Ｒ
な
ら
当
時
の
城

郭
や
雲
海
に
浮
か
ぶ
山
城
を
年
間
を

通
し
て
見
ら
れ
る
。
Ｖ
Ｒ
の
擬
似
体

験
で
、
教
育
に
も
活
用
で
き
る
が
。

答　

郷
土
文
化
財
等
を
視
覚
を
通
し

て
学
ぶ
こ
と
で
、
身
近
に
感
じ
た
り

愛
着
を
持
ち
、
故
郷
へ
の
誇
り
を
持

つ
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

○ 
朝
来
市
内
の
渓
谷
調
査
が
必
要
だ

　

市
内
の
渓
谷
の
実
態
調
査
で
活

用
と
保
存
の
判
断
資
料
の
作
成
が
必

要
。「
自
然
芸
術
の
地
」
と
言
わ
れ

る
糸
井
渓
谷
は
、
床
尾
の
三
滝
、
不

動
の
滝
や
生
き
た
化
石
「
昔
ト
ン

ボ
」
等
重
要
な
昆
虫
の
生
息
地
だ
が

渓
流
釣
り
客
で
生
態
が
危
機
状
態
。

林
道
は
落
石
等
で
危
険
状
態
。
対
策

と
整
備
が
必
要
で
な
い
か
。

答　

滝
も
見
た
し
、
危
険
性
も
確
認

し
て
い
る
。
市
が
管
理
で
、
地
域
と

市
で
対
応
で
対
応
し
た
い
。

Ｘ
Ｒ
技
術
で
未
来
の
観
光
に
挑
戦

日 

下 　

 

茂

個人質問

▲幻冬舎のＶＲ（仮想現実）竹田城
　タイムトリップ日本の名城より

広聴会に参加する団体を募集します

皆さんは、市議会に直接伝えたいことはないですか？

私たちは、市民の皆さんの生の声をお聞かせいただきたい！

という思いから、広聴会を開催することとしています。

広聴広報常任委員会では、広聴会を少人数で開

催し、和やかな雰囲気の中で皆さんとの対話を

重ねたいと思っています。

　皆さんからのお申し込みをお待ちしています。

〇広聴会に参加できるのは？

→市内に所在する５名以上の団体です。

〇参加の申し込みはいつ、どこに？

→記載希望日の一か月前までを目途に、議

会事務局へ申請書をご提出ください。

〇対話のテーマは？

→団体でテーマを決めていただき、申し込

みの際にご提出ください。

〇開催場所はどこ？

→各地区公民館や会議スペース等、申込団

体においてご準備ください。

お 申し 込 み
はこちらから
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発行／朝来市議会　　朝議 R6. 5月 13,000 部
住所／〒669-5292 兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
TEL／079-672-1930　FAX／079-672-1931

　わんぱく教室は、朝来地域の小学校５・６年生

を対象に、子どもたちが自然に親しみながらたく

ましい体と心を養うことを目的としている教室で、

今年で活動43年目を迎えます。

　活動内容は、氷ノ山登山に始まり、川での生物

観察、生野町魚ヶ滝へのサイクリング、ツリークラ

イミングやスノーケル体験、マラソン距離を歩く、

木の除伐体験、しいたけの原木づくりなど、５月か

ら３月まで原則第２土曜日に活動しています。登

山や、サイクリングなど、楽しいばかりでなく厳し

い活動もありますが、１つの活動を終えるごとに、

みなさん一回りたくましくなっています。毎年４月

の募集時には定員を超える人気のある教室です。

お問い合わせは

議会事務局 TEL 672-1930

議会だよりの表紙に市民の

みなさんが撮影した写真を募集します。

ご応募お待ちしています。

月 火 水 木 金

5/30 5/31

本会議

3 4 5 6 7

一般質問 一般質問

10 11 12 13 14

一般質問
総務常任
委員会

文教民生
常任委員会

産業建設
常任委員会

17 18 19 20 21

予算決算
特別委員会

24 25 26 27 28

本会議

vol.04
わんぱく教室とは？

代表　井上利之さん

6月定例会の予定

表紙写真応募方法の詳細はこちら

表紙
写真応募者の

声

次号 第91号

令和６年８月５日

発行予定

６月 5日
〆切

あなたの写真が表紙に！

　左記のような活動を通じて、わんぱく教室

では「ふるさと愛の醸成」や「子ども達の健

全育成」さらには、森林保護をはじめとした

環境学習の場として開催してきました。

　今後も継続した取り組みとなるよう、わん

ぱく教室では指導者を募集しています！

　子ども達と一緒に遊び・活動することが好

きな人、山登り・キャンプ・サイクリングと

いったアウトドアが得意な人など、指導者

（ボランティア）として頑張っていただける

人を募っています。

　興味のある方は事務局（市役所朝来支所

079-677-1165）までご連絡をしていただきま

すよう、お待ちしております。

一緒に活動しませんか？
 ～指導者募集中～
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